
真
田
三
代
以
来
の
中
心
都
市
・
上
田
の 

21
世
紀
的
発
信

　

今
年
７
月
27
日
、
長
野
県
上
田
市
・
東
御
市
・
青

木
村
・
長
和
町
・
坂
城
町
・
立
科
町
の
２
市
３
町
１
村

に
よ
る
「
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
が
締
結

さ
れ
た（
上
田
市
に
よ
る
中
心
市
宣
言
は
２
月
３
日
）。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
と
い
う
不
可
避
の

ト
レ
ン
ド
を
受
け
、
中
心
市
と
周
辺
市
町
村
が
定
住

化
促
進
と
い
う
目
的
の
下
に
広
域
都
市
圏
を
形
成
。

中
心
市
が
そ
の
広
域
都
市
圏
に
必
要
な
都
市
機
能
を

整
備
し
、
周
辺
市
町
村
が
広
域
圏
に
必
要
な
生
活
機

能
を
確
保
す
る
と
い
う
役
割
分
担
を
行
い
な
が
ら
、

互
い
に
連
携
協
力
し
つ
つ
地
域
全
体
の
人
口
定
住
化

を
目
指
す
定
住
自
立
圏
構
想
は
、
現
在
、
全
国
各
地

で
続
々
と
形
成
さ
れ
て
い
る
（
平
成
23
年
10
月
12
日

現
在
で
72
市
が
中
心
市
宣
言
を
行
い
、
61
圏
域
が
定

住
自
立
圏
を
形
成
）。

　

折
し
も
今
年
10
月
に
は
、
最
新
の
国
勢
調
査
（
平

成
22
年
実
施
）の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
前
回（
平
成
17

年
実
施
）よ
り
国
内
に
住
む
日
本
の
人
口（
外
国
人
居

住
者
を
除
く
）
は
37
万
人
強
も
減
少
し
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
人
口
減
少
化
の
現
象
が
い
よ
い
よ
顕
著
に

な
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
定
住
自
立
圏
に
限
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

伴
っ
て
激
化
す
る
一
方
の
都
市
間
競
争
を
背
景
に
、

今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
っ
た
広
域
圏
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
母
袋
創
一
・
上
田
市
長
で
あ
る
。

　
「
上
田
市
は
こ
れ
ま
で
も
上
田
地
域
（
上
田
市
・
東

御
市
・
青
木
村
・
長
和
町
・
坂
城
町
）
の
中
心
都
市

と
し
て
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
上
田
市
単
体
の
人
口

は
約
16
万
人
で
す
が
、
上
田
地
域
全
体
に
広
げ
れ
ば

約
22
万
人
と
な
り
ま
す
。
ま
た
歴
史
的
に
文
化
圏
を

共
有
し
て
き
た
佐
久
地
域
を
併
せ
た
東
信
地
方
（
上

田
・
佐
久
地
方
）
全
体
に
ま
で
広
げ
る
と
、
約
40
万

人
も
の
広
域
圏
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
面
的
な
意
味
で
の
広
域
圏
と
は
別
に
、
一
定
の
目

的
意
識
の
下
に
、
離
れ
た
地
域
の
都
市
同
士
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
、

今
後
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
母
袋
市
長
）

　

そ
う
し
た
動
き
は
90
年
代
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
各

種
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
も
見
ら
れ
る
。
上
田
市
が
中

心
的
な
位
置
付
け
で
、
平
成
10
年
か
ら
全
国
持
ち
回

り
開
催
さ
れ
て
き
た「
真
田
サ
ミ
ッ
ト
」は
典
型
的
な

事
例
だ
。
上
田
を
中
心
と
す
る
信
州
を
主
舞
台
に
活

躍
し
、
戦
国
武
将
の
中
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
真
田
幸

隆
・
昌
幸
・
幸
村
の
真
田
三
代
に
ゆ
か
り
の
自
治
体

で
構
成
す
る
真
田
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
秋
田
県
由
利
本

荘
市
、
宮
城
県
白
石
市
、
群
馬
県
沼
田
市
、
長
野
県

長
野
市
・
上
田
市
、
大
阪
府
大
阪
市
、
和
歌
山
県
九

度
山
町
な
ど
全
国
12
市
町
村
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
真
田
幸
村
が
大
坂
の
陣
の
折
に
大
活
躍
し

た
縁
で
、
上
田
市
と
大
阪
市
は
平
成
18
年
、「
上
田

城
と
大
阪
城
と
の
友
好
城
郭
の
交
流
提
携
」
を
結

び
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
幸
村

の
兄
・
信
之
が
城
主
を
務
め
た
沼
田
城
が
か
つ
て

あ
っ
た
群
馬
県
沼
田
市
と
上
田
市
は
、
上
田
市
か
ら

群
馬
県
吾
妻
郡
・
利
根
郡
を
経
て
沼
田
市
へ
と
つ
な

が
る
街
道
沿
い
の
自
治
体
が
昨
年
か
ら
連
携
を
開

始
し
た「
真
田
街
道
推
進
機
構
」を
通
じ
、
今
後
、
広

域
観
光
や
市
民
の
文
化
交
流
な
ど
の
企
画
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

そ
し
て
今
、
上
田
市
を
は
じ
め
と
す
る「
真
田
三
代
」

に
ゆ
か
り
の
全
国
の
都
市
が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
の
が
、
上
田
市

民
有
志
で
つ
く
る

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ  

日ひ
の
も
と
い
ち
の
つ
わ
も
の

本
一
の
兵
真
田

幸
村
公　

放
映
の
実

現
を
願
う
会
」（
平
成

21
年
〜
）
の
活
動
で

あ
る
。

　
「
真
田
幸
村
公
放

映
の
実
現
を
願
う
会

は
、
幸
村
公
の
大
坂

城
入
城
４
０
０
周
年

と
な
る
平
成
26
年
ま

で
に
、
幸
村
公
を
主

役
と
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
放
映
の
実
現
を
目
指
す
団
体
で
、
真
田
家

の
家
紋
で
あ
る
六
文
銭
に
ち
な
ん
だ
66
万
６
６
６
６

人
の
署
名
を
集
め
る
べ
く
運
動
し
て
い
ま
す
。
私
が

上
田
市
民
の
代
表
と
し
て
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
署
名
は
１
年
９
カ
月
程
度
で

60
万
人
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
集
ま
り
、
今
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
母
袋
市
長
）

　

大
坂
夏
の
陣
で
自
ら
が
率
い
る
「
真
田
の
赤
備
え

（
武
具
を
赤
で
統
一
し
た
部
隊
）」
が
大
活
躍
し
た
こ

と
に
よ
り
、「
日
本
一
の
兵
」
と
敵
味
方
か
ら
称
賛
さ

れ
た
真
田
幸
村
。
そ
の
幸
村
が
主
人
公
の
大
河
ド
ラ

マ
が
実
現
す
れ
ば
、
武
田
信
玄
・
織
田
信
長
・
豊
臣

秀
吉
・
徳
川
家
康
な
ど
の
名
高
い
戦
国
大
名
と
絡
み

な
が
ら
大
活
躍
し
た
真
田
三
代
が
真
田
十
勇
士
も
含

め
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
は
確
実

だ
。
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
「
ゆ
か
り
の
自
治

体
」
の
多
く
が
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
る
可
能
性
が

高
い
。
期
待
が
高
ま
る
の
も
当
然
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
60
万
人
分
の
署
名
は
、
上
田
市
民
や
周
辺

市
町
村
の
市
民
、
上
田
市
を
訪
れ
た
観
光
客
や
全
都
道

府
県
に
わ
た
る
真
田
フ
ァ
ン
か
ら
の
直
接
署
名
に
加
え
、

世
界
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
ゆ
か
り
の
自
治
体
」
か
ら
の
協
力
も
含
め
、
真
田
三
代

と
い
う
上
田
市
の
「
宝
」
が
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
形
成
さ

れ
た
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
、
ま
さ
に
ど
真
ん
中
に
上

田
市
が
い
る
と
い
う
形
が
自
然
に
連
想
さ
れ
て
く
る
。

市
民
が
集
い
文
化
芸
術
の
薫
る 

新
市
街
地
の
形
成

　

市
政
ル
ポ
の
取
材
を
通
し
て
こ
こ
数
年
、
各
地
域

に
お
け
る「
元
気
な
中
核
的
都
市
」の
共
通
点
と
し
て

強
く
感
じ
る
の
は
、
流
通
大
手
や
飲
食
チ
ェ
ー
ン
の

集
中
的
な
進
出
の
構
図
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
さ

ま
ざ
ま
な「
商
業
的
判
断
」が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

る
は
ず
だ
が
、
一
つ
だ
け
明
確
に
言
え
る
の
は
、
現

代
の
流
通
大
手
や
飲
食
チ
ェ
ー
ン
は
他
地
区
へ
の
進

出
に
当
た
っ
て
非
常
に
厳
密
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

敢
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

か
つ
て
の
よ
う
に
、
単
に
人
出
の
多
そ
う
な
と
こ

ろ
へ
進
出
す
る
の
で
は
な
い
。
国
の
中
長
期
的
な
地

方
政
策
に
お
け
る
当
該
都
市
の
エ
リ
ア
内
で
の
位
置

付
け
、
当
該
都
市
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
的
資
質
（
将
来
性
）

の
有
無
、
市
民
の
生
活
水
準
の
推
移
、
地
価
の
推
移
、

エ
リ
ア
内
に
お
け
る
当
該
都
市
の
多
角
的
な
存
在
感

（
周
辺
都
市
か
ら
の
通
勤
先
に
な
っ
て
い
る
比
率
や
、

周
辺
都
市
も
含
め
た
休
日
の
人
流
な
ど
）
の
比
較
な

ど
、
実
に
多
角
的
に
検
討
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
要
件
は
ま
さ
に
、
前
述
し
た
定
住
自
立

圏
構
想
に
お
け
る「
中
心
市
」に
求
め
ら
れ
て
い
る
各

種
要
件
と
、
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で
重
な
っ
て
い
る
。

　

上
田
市
の
中
心
市
街
地
に
つ
な
が
る
上
田
駅
「
お

（長野県）

真
田
家
ゆ
か
り
の
《
知
略
》
で
目
指
す

市
民
と
広
域
圏
の
幸
福
度
向
上

市 政 ル ポ 上
う え だ

田市

母
も た い

袋創
そういち

一
上田市長

赤備えの戦国絵巻が展開する上田真田まつり

上田駅前で観光客を迎える真田幸村公銅像
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（長野県）

城
口
」（
上
田
城
側
）
駅
前
は
平
成
15
年
末
、
構
想
発

表
以
来
約
20
年
間
の
期
間
を
経
て
第
二
種
市
街
地
再

開
発
事
業
が
竣
工
。
長
野
新
幹
線
も
停
車
す
る
上
田

駅
と
旧
来
か
ら
の
中
心
市
街
地
は
、
４
棟
の
新
築
ビ

ル
（
商
業
・
業
務
・
公
益
施
設
、
ホ
テ
ル
、
駐
車
場

な
ど
）
と
新
し
い
駅
前
広
場
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る

近
代
的
街
並
み
が
連
続
す
る
こ
と
で
、
面
的
に
つ
な

が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
「
広
域
圏
・
上
田
地
域
の
玄
関
口
と
し
て

の
顔
づ
く
り
」（
母
袋
市
長
）
事
業
と
し
て
も
実
施
さ

れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
例
え

ば
流
通
大
手
や
飲
食
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
民
間
業
者
か

ら
見
た
、
広
域
圏
の
中
心
と
し
て
の
上
田
市
の
商
業

的
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
上
田
駅
の
「
温
泉
口
」（
千
曲
川
・
別
所
温

泉
方
面
側
）
で
は
、
旧
Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
を
活
用
し
て
、

商
業
地
区（
流
通
大
手
な
ど
）、
公
共
地
区（
大
小
ホ
ー

ル
や
美
術
館
と
緑
地
広
場
な

ど
の
交
流
・
文
化
施
設
、
上

田
警
察
署
）、
住
宅
地
区
、
公

園
な
ど
か
ら
な
る
新
市
街
地

建
設
の
た
め
の
土
地
区
画
整

理
事
業（
Ｊ
Ｔ
開
発
地
整
備
計

画
約
20‌

ha
）が
実
施
さ
れ
た
。

　

取
材
時
に
は
流
通
大
手
に

よ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
既
に
オ
ー
プ
ン
し
、
住

宅
街
が
半
ば
ま
で
完
成
し
て

い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
Ｊ
Ｔ
開
発
地
整
備
計

画
の
中
核
は
何
と
い
っ
て
も
こ
れ
か
ら

建
設
が
本
格
化
す
る
、
延
べ
床
面
積
約

１
万
７
０
０
０
㎡
の
交
流
・
文
化
施
設
、

約
１
万
７
０
０
０
㎡
の
緑
地
広
場
、
約

４
０
０
台
収
容
の
駐
車
場
な
ど
か
ら
な

る
交
流
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
存
在
だ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
音
楽
・
演
劇
な
ど
の
本
格

的
公
演
や
大
規
模
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
も

可
能
な
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
は
基
本

１
５
３
０
席
・
最
大
１
６
５
０
人
収
容
、

小
ホ
ー
ル
は
3
2
0
席
）や
、
地
域
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
育
む
「
子
ど
も
ア

ト
リ
エ
」の
設
置
な
ど
で
特
徴
を
持
た
せ
た
美
術
館
な

ど
が
一
体
化
し
た
交
流
・
文
化
施
設
（
名
称
は
未
定
）

は
、
上
田
地
域
の
文
化
・
芸
術
施
設
の
拠
点
で
あ
る

と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
と
活
力
を
生
み
出
す
１
つ

の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ご
承
知
の
よ
う
に
文
化
・
芸
術
と
い
う
の
は
、
そ

れ
に
接
す
る
人
々
の
感
性
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
生
き

る
上
で
の
支
え
に
も
な
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
市
民

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
地
域
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
生
活
が
生
き
生

き
と
し
た
も
の
に
な
り
、
交
流
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

な
ど
で
、
経
済
活
動
な
ど
も
含
め
た
地
域
の
構
成
要

素
全
般
が
動
き
始
め
る
か
ら
で
す
」（
母
袋
市
長
）

　

駅
に
隣
接
し
た
地
区
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
大
き

な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
交
流
・
文
化
施
設
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
、
新
し
い
住
宅
街
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
Ｊ
Ｔ
開
発
地
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行

し
て
、
開
発
地
と
新
幹
線
を
挟
ん
で
反
対
側
の
上
田

城
跡
公
園
と
を
結
ぶ
道
路
の
新
設
工
事
も
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｔ
開
発
地
の
敷
地
の
端
は
千
曲

川
に
面
し
て
お
り
、
新
設
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
上

田
市
の
２
つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
上
田
城
か
ら
千
曲

川
に
ま
で
至
る
新
旧
の
中
心
市
街
地
を
併
せ
た
、
非

常
に
広
大
か
つ
景
観
的
に
も
機
能
的
に
も
メ
リ
ハ
リ

の
利
い
た
中
心
市
街
地
が
現
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
上
田
駅
を
起
終
点
と
す
る
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
・

別
所
線
は
千
曲
川
を
渡
っ
て
、
上
田
市
の
も
う
１
つ

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
真
田
三
代
も
愛
し
た
別
所
温

泉
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
上
田
駅
を
挟
ん
だ
広
大

な
中
心
市
街
地
が
完
成
す
れ
ば
、
別
所
温
泉
の
奥
座

敷
的
な
存
在
感
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
別
所
温
泉
の
先
を
南
進
す
れ
ば
、
松
本
市

と
接
す
る
美
ヶ
原
高
原
に
至
る
。
逆
に
上
田
城
跡
公

園
か
ら
北
進
し
て
行
け
ば
、
長
野
市
や
須
坂
市
、
群

馬
県
と
接
す
る
菅
平
高
原
に
つ
な
が
る
。
こ
こ
で
改

め
て
上
田
市
の
地
図
を
見
て
み
る
と
、
菅
平
高
原
を

北
端
と
す
る
北
側
（
上
田
城
跡
側
）
の
市
域
も
美
ヶ

原
高
原
を
南
端
と
す
る
南
側
（
別
所
温
泉
側
）
の
市

域
も
、
全
体
的
に
多
く
の
史
跡
や
温
泉
が
満
遍
な
く

配
置
さ
れ
て
い
る
。
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
に
参
加

し
た
東
御
市
を
は
じ
め
と
す
る
各
自
治
体
が
、
上
田

市
の
東
西
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
位
置
し
て
い
る
の
も

分
か
る
。

　

長
野
新
幹
線
や
し
な
の
鉄
道
（
旧
信
越
本
線
）、
さ

ら
に
千
曲
川
は
そ
の
上
田
市
域
の
ほ
ぼ
真
ん
中
を
貫

い
て
い
る
形
だ
が
、
上
田
城
跡
公
園
か
ら
千
曲
川
に

至
る
エ
リ
ア
は
市
域
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
。
つ
ま
り

駅
を
挟
ん
で
現
出
す
る
広
大
な
中
心
市
街
地
の
位
置

取
り
は
、
上
田
市
の
ど
真
ん
中

4

4

4

4

で
あ
る
と
同
時
に
、

上
田
地
域
お
よ
び
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
に
お
い
て

も
ど
真
ん
中
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
巧
ま
ず
し
て

絶
妙
な
位
置
取
り
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

智
将
・
真
田
幸
村
の
魅
力
に 

急
増
す
る
女
性
観
光
客

　

と
こ
ろ
で
先
に
触
れ
た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
・
別
所
線

は
、
風
光
明め

い
び媚
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
信
州
の
山
里

の
風
景
の
中
を
、
別
所
温
泉
ま
で
の
ん
び
り
走
る
た

め
観
光
客
に
非
常
に
人
気
の
高
い
路
線
で
あ
る
。
し

か
し
、
車
社
会
の
進
展
な
ど
も
あ
っ
て
、
や
は
り
ど

う
し
て
も
乗
降
客
数
に
限
り
が
あ
る
。
お
ま
け
に
平

成
12
年
・
13
年
に
発
生
し
た
京
福
電
鉄
越
前
本
線（
現
・

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
）の
列
車
衝
突
事
故
を
契
機
に
行
わ
れ

た
国
の
安
全
性
緊
急
評
価
事
業
の
結
果
、
改
善
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
多
額
の
設
備

投
資
が
必
要
と
な
り
、
存
続
の
危
機
に
揺
れ
た
。

　

こ
の
危
機
に
際
し
て
上
田
市
は
平
成
16
年
度
以

降
、
公
的
支
援
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。
同
時
に
関

係
25
団
体
が
結
成
し
た
再
生
支
援
協
議
会
に
よ
る

再
生
支
援
計
画
も
実
施
さ
れ
、「
乗
っ
て
残
そ
う
！

　

別
所
線
」
を
合
言
葉
に
、
存
続
を
願
う
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
現
在
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。

　
「
営
利
事
業
と
し
て
見
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
別
所
線
は
大
正
10
年
か

ら
観
光
客
を
別
所
温
泉
に
運
び
続
け
て

き
て
お
り
、
観
光
を
主
要
産
業
の
一
つ

と
す
る
上
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
存
続
に

向
け
て
、
今
後
も
で
き
る
限
り
の
支
援

を
実
施
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」（
母
袋

市
長
）

　

別
所
線
再
生
支
援
協
議
会
の
別
所
線

存
続
支
援
活
動
や
利
用
促
進
へ
の
取
り
組

み
は
国
土
交
通
省
「
平
成
20
年
交
通
関
係

環
境
保
全
優
良
事
業
者
等
大
臣
表
彰
」
を

受
賞
。
関
係
各
位
の
存
続
支
援
へ
の
思
い
の
強
さ
が

し
の
ば
れ
る
。

　

別
所
線
は
ま
た
、
実
写
映
画
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ニ

メ
映
画
（
平
成
21
年
公
開
の
映
画
『
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
』）
に
お
い
て
も
人
気
の
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
再
生
支
援
が
注
目
さ
れ
る
。

　

別
所
線
だ
け
で
は
な
い
。
鎌
倉
時
代
か
ら
近
・
現

代
に
至
る
ま
で
の
数
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
が
現
存

し
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
山
間
都

市
と
し
て
特
徴
的
な
風
光
を
持
つ
上
田
市
は
、
こ
れ

ま
で
数
多
く
の
監
督
に
よ
る
映
画
作
品
、
テ
レ
ビ
作

品
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
て
き
た
。

　

今
年
で
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
信
州
上
田
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
協
力
し
て
い
る
作
品
数
は
、
映

画
だ
け
で
１
０
０
作
品
近
く
、
テ
レ
ビ
・
写
真
集
も

加
え
れ
ば
相
当
数
に
上
り
、
巨
匠
と
呼
ば
れ
た
映
画

監
督
の
多
く
が
、
上
田
市
で
撮
影
し
て
い
る
。
今
年

９
月
末
に
は
国
内
約
80
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
上
田
市
に
集
結
し
、
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
全
国
総
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
日
本
を
代

表
す
る
ロ
ケ
地
の
一
つ
で
の
開
催
と
あ
っ
て
、
映
画
・

ド
ラ
マ
好
き
が
多
く
集
ま
る
総
会
は
盛
況
を
極
め
た

と
い
う
。

　

11
月
に
は『
第
15
回
う
え
だ
城
下
町
映
画
祭
』が
開

催
さ
れ
た
。
映
画
祭
の
15
周
年
、
信
州
上
田
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
10
周
年
、
上
田
市
の
合
併
５
周

年
が
重
な
っ
た
今
回
の
映
画
祭
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
・

山
田
洋
次
監
督
は
、
監
督
生
活
50
周
年
。
祝
福
ム
ー

ド
い
っ
ぱ
い
の
記
念
映
画
祭
と
な
っ
た
。

　
「
映
画
や
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
地
に
な
る
と
、
ロ
ケ
地

上田城千本桜まつりでにぎわう上田城跡公園

交流・文化施設鳥瞰図（合成）

大正浪漫風のいでたちで観光客
を迎える別所温泉駅の駅長さん
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所温泉

存続のための公的支援が続く別所線（千曲川）
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を
訪
ね
る
人
が
増
え
ま
す
。
歴
史
的
な
素
材
の
作
品

で
あ
れ
ば
、
周
辺
の
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
訪
ね
る
観

光
客
も
増
え
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
も
非

常
に
人
気
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
が
、
従
来
は
比
較
的
、
中
高
年
の
お
客
さ
ま

が
多
か
っ
た
の
も
事
実
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
最

近
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
少
な
か
っ
た
若
い
女
性
の
観

光
客
が
非
常
に
増
え
て
い
る
の
で
す
」（
母
袋
市
長
）

　

平
成
18
年
度
に
約
４
０
０
万
人
だ
っ
た
上
田
市
の

観
光
客
数
は
、
平
成
22
年
度
に
約
４
８
０
万
人
に
伸

び
て
い
る
。
し
か
し
、
主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
入

込
数
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
面
白
い
事
実
に
気

付
く
。
平
成
18
年
度
に
約
74
万
人
だ
っ
た
上
田
城
跡

へ
の
観
光
客
数
が
、
平
成
22
年
度
に
は
倍
以
上
の
約

１
５
６
万
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

実
は
そ
の
間
、
別
所
温
泉
や
菅
平
高
原
、
美
ヶ
原

高
原
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は

そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
。
上
田
城
跡
へ
の
観
光
客

数
の
伸
び
だ
け
が
顕
著
な
の
だ
。
そ
の
根
幹
を
な
す

の
が
母
袋
市
長
の
言
葉
に
も
あ
っ
た
「
若
い
女
性
観

光
客
・
歴
女
族
の
急
増
現
象
」で
あ
る
。

　
「
平
成
17
年
に
発
売
開
始
さ
れ
、
以
後
、
爆
発
的

に
売
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
（
い
わ
ゆ
る
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
）
の
ソ
フ
ト
に
『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
シ

リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
戦
国
時
代
の
武
将

た
ち
が
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
大
勢
出
て

き
ま
す
が
、
中
で
も
真
田
幸
村
公
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
若
い
女
性
に
大
人
気
と
な
り
、
上
田
城
跡
を
訪
ね

る
若
い
女
性
観
光
客
が
急
増
し
た
の
で
す
」（
母
袋

市
長
）

　

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』は
や
が
て

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ
と
な
り
、
平
成
21
年
・
22

年
に
12
話
ず
つ
放
映
さ
れ
た
。
平
成
18
年
度
か
ら
19

年
度
に
か
け
て
約
20
万
人
増
え
た
上
田
城
跡
へ
の
観

光
客
数
は
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
版
『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ａ
』
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
っ
た
平
成
21
年
度
に
至
っ
て
、

前
年
度
比
80
万
人
増
を
記
録
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
以

後
も
着
々
と
増
え
、
今
や
上
田
城
跡
は
市
内
第
１
位

の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
。

　
『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
で
使
わ
れ
た
真
田
幸
村
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ち
な
ん
だ
お
土
産
グ
ッ
ズ
も
大
人

気
だ
。
平
成
22
年
８
月
か
ら
12
月
ま
で
は
、
別
所
線

の
車
両
に
真
田
幸
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
真
田
幸
村
号
』が
運

行
さ
れ
、
や
は
り
大
人
気
を
博
し
た
。

　
「
若
い
女
性
観
光
客
が
増
え
れ
ば
、
必
然
的
に
そ

の
他
の
観
光
客
も
増
え
ま
す
。
そ
の
た
め
全
国
の
観

光
地
は
、
女
性
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
知
恵
を
懸
命

に
振
り
絞
っ
て

い
ま
す
。
上
田

市
も
そ
の
例
外

で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

ゲ
ー
ム
や
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
要
因
と

な
っ
て
、
上
田

市
最
大
の
歴
史

的
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
上
田
城
跡

へ
の
若
い
女
性
観
光
客
の
訪
問
が
急
増
す
る
な
ど
、

ま
っ
た
く
予
測
も
付
か
な
い
こ
と
で
し
た
」（
母
袋

市
長
）

　

観
光
客
誘
致
を
成
功
さ
せ
る
最
大
の
要
因
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
そ
の
土
地
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
意
味

の
魅
力
で
あ
る
。
上
田
市
の
こ
の
事
例
は
歴
史
的
遺

産
で
あ
る
上
田
城
跡
に
、
若
い
女
性
の
心
を
と
ら
え

る
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う

ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
伴
っ
て
展
開
し
た
こ
と
で
、
女
性

フ
ァ
ン
に
は「
ま
っ
た
く
新
し
い
魅
力
」と
認
知
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。

　

そ
の
上
に
前
述
し
た
真
田
幸
村
の
生
涯
の
大
河

ド
ラ
マ
化
や
、
真
田
三
代
に
ゆ
か
り
の
各
地
と
の

連
携
に
よ
る
広
域
観
光
な
ど
の
企
画
が
う
ま
く
回

転
す
れ
ば
、
若
い
女
性
に
よ
っ
て
思
い
が
け
ず
認

知
さ
れ
た
観
光
地
と
し
て
の
上
田
市
の
「
新
し
い
魅

力
」
は
、
さ
ら
に
盤
石
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
に
違

い
な
い
。

周
産
期
医
療
の
確
立
が
も
た
ら
す 

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

　

上
田
市
の
行
財
政
改
革
は
平
成
14
年
度
の
大
綱
の

策
定
で
本
格
化
し
た
。
そ
の
後
、
三
位
一
体
改
革
な

ど
の
影
響
で
紆う

よ余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
人
事
制

度
を
は
じ
め
と
す
る
市
政
運
営
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
協
働
の
仕
組

み
づ
く
り
や
職
員
の
意
識
改
革
、
地
域
協
議
会
の
役

割
の
増
大
化
、
民
間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
の

諸
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
目
標
を
着
々
と
達
成

し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
広
域
圏
の
中
核

的
都
市
と
し
て
の
存
在
感
の
拡
充
化
や
、
主
要
産
業

で
あ
る
観
光
振
興
を
軸
に
し
た
地
理
的
要
件
に
こ
だ

わ
ら
な
い
都
市
間
連
携
へ
の
努
力
、
上
田
市
の
魅
力

を
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
の
各
種
Ｐ
Ｒ
作
戦
は
全

体
に
奏
功
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
上

田
市
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
へ
と
効
果
的
に
つ
な
が

り
つ
つ
あ
る
の
は
、
そ
の
背
景
に
合

理
的
、
か
つ
地
域
の
活
力
を
損
な
わ

な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
行
財
政
改

革
の
実
施
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
だ

ろ
う
。

　
「
今
後
は
さ
ら
に
市
民
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
要
件
を

整
え
、
そ
れ
を
市
民
生
活
の
新
た
な

魅
力
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
近
年
続
い
た
豪
雨
被
害
や

地
震
へ
の
備
え
な
ど
の
防
災
体
制

の
拡
充
化
と
と
も
に
、
そ
の
最
重
要

施
策
と
考
え
て
い
る
の
が
、
上
田
市

産
院
の
移
転
新
築
に
よ
る
周
産
期
医
療
体
制
の
確
立

事
業
で
す
」（
母
袋
市
長
）

　

上
田
市
産
院
が
存
続
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
の
は

平
成
17
年
。
産
科
の
医
師
不
足
に
加
え
て
、
新
研
修

医
制
度
の
開
始
な
ど
に
よ
る
、
信
州
大
学
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
た
医
師
の
引
き
揚
げ
が
発
端
と
な
っ
た
。

以
後
、
い
っ
た
ん
は
廃
院
も
止
む
な
し
と
検

討
し
た
母
袋
市
長
だ
っ
た
が
、
存
続
を
願
う

市
民
グ
ル
ー
プ
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
産
院

の
存
続
を
決
意
。
母
袋
市
長
が
先
頭
に
立
っ

て
全
国
に
医
師
を
求
め
、
情
報
と
熱
意
で
一

人
ず
つ
訪
ね
歩
く
地
道
な
努
力
を
重
ね
た
結

果
、
医
師
確
保
に
つ
な
が
り
、
体
制
確
立
の

目
途
が
付
い
た
。
そ
し
て
今
、
来
年
４
月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
新
産
院
の
建
設
工
事

が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

こ
の
話
題
に
つ
い
て
語
る
母
袋
市
長
の
顔

は
実
に
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
る
。

周
産
期
医
療
体
制
の
確
立
は
、
地

域
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
土
台

で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
も
当
然

だ
ろ
う
。
ま
た
上
田
市
へ
の
赴
任

を
最
初
に
決
意
し
て
く
れ
た
医
師

た
ち
の
「
決
意
の
決
め
手
」
が
、
実

は
上
田
市
の
持
つ
豊
か
な
自
然
や

歴
史
、
暮
ら
し
や
す
さ
（
労
働
環

境
、
子
育
て
支
援
な
ど
）、
将
来
性

を
含
め
、
理
想
の
地
域
医
療
実
践

の
場
と
し
て
の
総
合
的
な
「
魅
力
」

に
あ
っ
た
と
い
う
話
も
漏
れ
聞

く
。
単
な
る
都
市
の
規
模
で
は
な
く
そ
の
「
質
的
な

魅
力
」
が
、
医
療
体
制
構
築
に
不
可
欠
な
医
師
の
心

を
捉
え
る
要
因
に
な
る
と
い
う
事
実
は
、
他
の
都
市

の
関
係
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
話

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
定
住
自
立
圏
の
形
成
も
、
そ
の
根

底
に
地
域
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
安
全
・
安
心
な
環
境
が
な
け
れ
ば

お
ぼ
つ
か
な
い
。
地
域
の
新
旧
の
魅
力
を
常
に
感
じ

な
が
ら
、
市
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
。
さ
ら
に
広
域
圏
の
連
携
な
ど
に
よ
っ

て
、
外
へ
発
展
す
る
芽
も
着
実
に
紡
ぎ
つ
つ
あ
る
ま

ち 

│
│ 

。
ど
こ
も
か
し
こ
も
「
ロ
ケ
地
だ
ら
け
」
の

感
が
あ
る
美
し
い
ま
ち
上
田
市
内
を
あ
ち
こ
ち
歩
い

て
い
る
最
中
、
そ
の
よ
う
な
感
想
が
し
き
り
と
湧
い

て
き
た
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤 

隆
） 外国人との「多文化共生」も上田市の顔の一つ（ブラジル田舎まつり）

市民の健康管理や子育て支援にフル稼働する「ひとまち
げんき・健康プラザうえだ」

幸村公のファンが集結する真田幸村ロマンウォーク（10月）

映画「たそがれ清兵衛」（山田洋次監督）のロケ風景（矢出沢川）

市民の熱心な保存運動でロケ地としても人気の柳町

DECEMBER 2011 市政 4041 市政 DECEMBER 2011 


